
の悩みがちっぽけに思え、ただ風景を見ているだ

けで心が浄化されていくのを感じました。 

二時間ほど撮影している間に、私は微笑み、心

が弾んでいました。風景はただそこにあり、当た

り前に光を浴びているだけなのに、私は大きな癒

しをもらっていたのです。これこそ夜討ち朝駆け

のご褒美なのかもしれません。 

今、私は仕事用のカメラを検討しています。仕

事用は高い性能が求められ、風景用とはまったく

の別物です。 

私は物事を突き詰める傾向があり、カメラ選び

も撮影も真剣そのもの。写友からは「近寄りがた

い」と言われる始末ですが、私はそれだけ楽しん

でいるのです。 

真剣になることは、自分のこだわりを味わう時

間であり、それ自体が癒しでもあります。最近は

AI に相談しながら選ぶこともあり、楽しみ方が

さらに深まったと感じています。 

改めて、私は「いい趣味を持った」と思います。

趣味が高じれば、その分癒しがもらえ、楽しみが

増え、気持ちが豊かになる。これほど私と相性の

良いものは他にないのではないかと感じるほど、

風景は心も体も整えてくれるのです。 

徹夜で撮影した後の朝食は格別で、午前中の仮

眠もまた心地よい。外に出かけるからこその出会

いが、私を前向きにしてくれます。 

さて、仕事 

の続きをしよ 

うか。そして 

週末はまた徹 

夜で出かけよ 

うかな。 

 

 

 

秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは！  回覧板秋号をお届けします！  

風景と向き合う、そして前向きになる 

保 坂 雅 和 

最近は仕事が立て込み、いわゆる「貧乏暇なし」

の日々が続いていました。忙しさは心の余白をどん

どん埋めていきます。 

そんな中でも、私には風景写真という趣味があり

ます。写友とのつながりもあって、ここしばらくは

「夜討ち朝駆け」、つまり夕方から深夜、早朝にか

けて撮影に出かける機会が増えました。 

忙中閑ありの撮影だからこそ気づいたことを、少

しご紹介したいと思います。 

日中よりも、夜討ち朝駆けの撮影の方が面白い、

と断言できます。日常生活では出会えない光や色

が、そこにはあるからです。 

先日、写友と早朝の寒風山に向かいました。目的

はご来光の撮影。午前三時、寒風山の駐車場に立つ

と、東の空がわずかに白み始めていました。それが

次第に明るさを増し、三時半には雲が鈍いオレンジ

色に光り始めます。遮るもののない山頂からは、大

潟村干拓地が一望でき、その向こうには出羽、奥羽

の山々が連なっています。 

やがてオレンジ色はまぶしさを増し、ついに日の

出の瞬間が訪れます。太陽光が大地一面を照らし出

す。何という奇跡。自然が創り出す光の演出に、シ

ャッターを切るのも忘れてしまいそうでした。 

こんな雄大な景色を前にすると、日々の苛立ちご

とがスッと消えていきます。どこかとげとげしてい

た心に、温かいものが生まれていく。PC 作業でや

られた目の痛みも、座りっぱなしで酷使している腰

の重さも、いつの間にか消えているのです。日ごろ 
寒風山から東方向を望む 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県運営部への問い合わせなどにご利用ください。  

運営部長連絡先  080-9259-6005 

メール  jaico_akita●yahoo.co.jp 

スパムメール防止のため、●を＠に置き換えて

ご利用ください  

 

 


